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1.  平成23年2月期第3四半期の業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 357,067 1.7 6,754 12.9 6,534 14.3 3,565 16.5
22年2月期第3四半期 351,045 ― 5,980 ― 5,714 ― 3,059 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 69.27 ―

22年2月期第3四半期 59.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 166,511 46,735 28.1 908.04
22年2月期 167,326 44,345 26.5 861.61

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  46,735百万円 22年2月期  44,345百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年2月期 ― 10.00 ―

23年2月期 
（予想）

10.00 20.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 476,500 1.6 8,920 2.8 8,600 1.9 4,100 0.9 79.66



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 53,450,800株 22年2月期  53,450,800株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  1,982,497株 22年2月期  1,982,073株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 51,468,519株 22年2月期3Q 51,469,463株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長に伴う輸出拡大と政府による経済政策により

緩やかに回復してきましたが、財政政策の期限切れとともに急減速し足踏み状態となっています。また、雇用情

勢、所得環境は依然として厳しい状況であり、加えて円高や株安による下振れリスクもあり、今後の景気見通し

については、引き続き予断を許さない状況となっております。 

 流通業界におきましても、客数は下げ止まりの傾向にありますが、先行き不透明な経済情勢やデフレによる影

響が懸念される中、依然として消費意欲は力強さを欠き、また、限られたパイを奪い合う競合各社との競争は激

化しており、厳しい経営環境が続いております。 

  このような経営環境下、当社は更なる競争力の強化と生産性の向上を図るべく、平成20年度よりスタートした

「第三次中期３カ年計画」の「12の課題」に引き続き取り組むとともに、３年目の当期を「耐える年」「立て直

しの年」「準備の年」と位置づけ、お客様の視点に立ったスーパーマーケットとしての「基本事項の徹底」に努

め、総合力で差別化を図り、お客様に信頼していただけるお店づくりに注力いたしております。 

  当第３四半期累計期間に新規店舗として、３月に奥戸店（東京都）、４月に石津店（大阪府）、６月に神田和

泉町店（東京都）、８月に西天下茶屋店（大阪府）、９月に岸部店（大阪府）、10月に南千住店（東京都）・本

山店（兵庫県）の７店舗を出店いたしました。また、10月には、平成21年10月の近畿圏に引き続き首都圏におい

ても北部の新物流拠点として「松戸総合物流センター」を稼働いたしました。これにより、更なる物流機能の向

上と店舗運営の効率化に努めてまいります。 

  業績につきましては、厳しい経営環境下、売上拡大に向けた各種施策を着実に取り組んだことにより、営業収

益は3,570億67百万円（前年同四半期比1.7％増）となりました。一方、利益面につきましては、粗利益率は前年

並みを確保しつつ、販売管理費等の適正管理に取り組んできた結果、営業利益は67億54百万円（前年同四半期比

12.9％増）、経常利益は65億34百万円（前年同四半期比14.3％増）、四半期純利益は35億65百万円（前年同四半

期比16.5％増）となりました。  

【営業収益の状況】 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

  
前第３四半期累計期間

（自 平成21年３月１日 
至 平成21年11月30日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日）  

前年同四半期比

（％） 

  
  区分 

売上高
（百万円） 

構成比率
（％） 

売上高
（百万円） 

構成比率 
（％） 

商 

  

品 

  

売 

  

上 

  

高 

生 鮮 食 品  132,500  37.7  135,337  37.9  102.1

一 般 食 品  146,959  41.9  149,941  42.0  102.0

生 活 関 連 用 品  31,884  9.1  32,066  9.0  100.6

衣 料 品  22,391  6.4  21,425  6.0  95.7

テ ナ ン ト  8,174  2.3  7,983  2.2  97.7

小 計  341,910  97.4  346,754  97.1  101.4

営 業 収 入    9,135  2.6    10,312  2.9  112.9

営 業 収 益  351,045  100.0  357,067  100.0  101.7
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 （２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期会計期間末の資産合計は、1,665億11百万円と前事業年度末に比べ８億14百万円減少いたしまし

た。 

 流動資産は、405億49百万円と前事業年度末に比べ51億94百万円減少いたしました。これは主として前事業年

度末日が金融機関の休日のため、支払が保留となった仕入等の債務が当第３四半期累計期間に決済されたことな

どにより、現金及び預金が前事業年度末に比べ77億39百万円減少し一方、商品が23億48百万円増加したことによ

るものであります。 

 固定資産は、1,259億61百万円と前事業年度末に比べ43億79百万円増加いたしました。これは主として７店舗

の新設などにより有形固定資産が減価償却後、前事業年度末に比べ50億88百万円増加し一方、差入保証金の約定

返還等により、投資その他の資産が前事業年度末に比べ５億17百万円減少したことによるものであります。 

 当第３四半期会計期間末の負債合計は、1,197億76百万円と前事業年度末に比べ32億３百万円減少いたしまし 

た。これは主として前事業年度末日が金融機関の休日のため、支払が保留となった仕入等の債務が当第３四半期

累計期間に決済されたことなどにより、買掛金が128億97百万円、未払金（流動負債のその他）が18億69百万円

減少し一方、賞与引当金が17億92百万円、短期借入金及び長期借入金の合計が94億30百万円増加したことによる

ものであります。 

 当第３四半期会計期間末の純資産合計は、467億35百万円と前事業年度末に比べ23億89百万円増加いたしまし

た。これは主として利益剰余金が増加したことによるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、107億61百万円（前年同

四半期比20.8％減）となりました。 

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において営業活動の結果使用した資金は、54億９百万円（前年同四半期比23.1％減）と

なりました。これは主として税引前四半期純利益が63億60百万円あったものの、前事業年度末日が金融機関の休

日のため、支払が保留となった仕入等の債務が当第３四半期累計期間に決済されたことなどにより、仕入債務の

減少が128億97百万円となったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第３四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、103億24百万円（前年同四半期比27.0％増）

となりました。これは主として新規店舗及び既存店舗の改装による支出が88億59百万円あったことによるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第３四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は、79億94百万円（前年同四半期比27.4％減）と

なりました。これは主として長期借入金の返済による支出が76億93百万円及び配当金の支払額が10億15百万円あ

ったものの、短期借入金の純増加額及び長期借入れによる収入の合計が171億23百万円あったことによるもので

あります。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年２月期の業績予想につきましては、平成22年10月12日に発表いたしました通期の業績予想に変更はあ

りません。 

  なお、今後事業環境等の変化により、業績予想について見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いた

します。  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②特有の会計処理 

該当事項はありません。  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年11月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,861 18,600

売掛金 2,441 1,666

有価証券 4 64

商品 17,979 15,630

貯蔵品 68 63

その他 9,197 9,721

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 40,549 45,743

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 43,308 38,414

土地 24,101 24,101

その他（純額） 12,370 12,176

有形固定資産合計 79,780 74,692

無形固定資産 3,248 3,439

投資その他の資産   

差入保証金 31,806 32,904

その他 11,125 10,545

投資その他の資産合計 42,932 43,450

固定資産合計 125,961 121,582

資産合計 166,511 167,326

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,000 43,897

短期借入金 18,078 11,305

1年内返済予定の長期借入金 16,570 10,299

未払法人税等 1,920 1,840

賞与引当金 3,761 1,969

販売促進引当金 1,731 1,462

その他 10,593 13,233

流動負債合計 83,655 84,007

固定負債   

長期借入金 24,096 27,710

退職給付引当金 4,091 3,964

役員退職慰労引当金 311 343

その他 7,621 6,954

固定負債合計 36,120 38,972

負債合計 119,776 122,980
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年11月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,004 10,004

資本剰余金 12,003 12,003

利益剰余金 27,777 25,241

自己株式 △3,343 △3,343

株主資本合計 46,441 43,906

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 37 183

土地再評価差額金 255 255

評価・換算差額等合計 293 439

純資産合計 46,735 44,345

負債純資産合計 166,511 167,326

-5-

㈱ライフコーポレーション（8194）平成23年2月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 341,910 346,754

売上原価 252,976 256,074

売上総利益 88,933 90,679

営業収入 9,135 10,312

営業総利益 98,069 100,992

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 33,923 34,364

賞与引当金繰入額 3,779 3,761

退職給付引当金繰入額 862 850

役員退職慰労引当金繰入額 14 11

その他 53,508 55,249

販売費及び一般管理費合計 92,088 94,238

営業利益 5,980 6,754

営業外収益   

受取利息 254 234

受取配当金 13 19

その他 213 195

営業外収益合計 481 449

営業外費用   

支払利息 710 645

その他 35 24

営業外費用合計 746 669

経常利益 5,714 6,534

特別利益   

貸倒引当金戻入額 101 －

特別利益合計 101 －

特別損失   

固定資産除却損 43 90

物流センター閉鎖損失 － 72

店舗閉鎖損失 69 11

本社移転費用 146 －

たな卸資産評価損 38 －

その他 5 0

特別損失合計 303 173

税引前四半期純利益 5,512 6,360

法人税、住民税及び事業税 3,095 3,479

法人税等調整額 △642 △684

法人税等合計 2,453 2,795

四半期純利益 3,059 3,565
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 5,512 6,360

減価償却費 4,731 5,030

貸倒引当金の増減額（△は減少） △125 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,931 1,792

販売促進引当金の増減額（△は減少） 200 268

退職給付引当金の増減額（△は減少） 161 126

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △31

受取利息及び受取配当金 △267 △253

支払利息 710 645

店舗閉鎖損失 43 －

固定資産除却損 43 90

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,027 △2,353

仕入債務の増減額（△は減少） △14,564 △12,897

未払金の増減額（△は減少） △2,474 △2,106

その他 2,565 1,638

小計 △2,547 △1,689

利息及び配当金の受取額 230 211

利息の支払額 △679 △621

法人税等の支払額 △4,036 △3,309

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,032 △5,409

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △100 △100

定期預金の払戻による収入 100 100

有価証券の償還による収入 198 64

有形固定資産の取得による支出 △6,827 △8,859

有形固定資産の売却による収入 50 0

無形固定資産の取得による支出 △664 △682

投資有価証券の取得による支出 △37 －

貸付けによる支出 △949 △763

貸付金の回収による収入 16 57

差入保証金の差入による支出 △729 △843

差入保証金の回収による収入 863 410

その他 △47 291

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,127 △10,324

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,895 6,773

長期借入れによる収入 15,900 10,350

長期借入金の返済による支出 △7,446 △7,693

リース債務の返済による支出 △322 △419

配当金の支払額 △1,013 △1,015

自己株式の取得による支出 △1 △0

セール・アンド・リースバック取引による収入 2,000 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,011 7,994

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,148 △7,739

現金及び現金同等物の期首残高 17,739 18,500

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,590 10,761

-7-

㈱ライフコーポレーション（8194）平成23年2月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）



該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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